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今週の玄米入荷情報
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令和７年産米 情報 令和7年産米 12月末の検査結果は前年比＋30万ｔ、1等比率75.5％

農林水産省は1月30日、農産物検査結果を公表した。
水稲うるち玄米の検査数量は406.0万ｔ（前年同期比＋29.9万ｔ＝＋7.9％）
で、2～6年産同期の平均検査数量395.8万ｔとの比較では+2.6％にあたる水
準。

1等比率は前回（11月末時点75.7％）並みの75.5％となった。なお、1＋2等
の数量は6年産よりも7.7％（27.7万ｔ）多い。

品種別の検査数量を見ると、にじのきらめきが前年同期から倍以上の増
加となり、4位までランクアップした（11月末時点は6位）。

高温でも影響が少ないお米。「にじのきらめき」

やや大粒で、茎が短くて倒れにくい。コシヒカリより高温・
病気に強く15％～30％多収、さらにコシヒカリと同等の食
味。

本品種は、これまでの高温登熟耐性品種の多くが備えて
いなかったイネ縞葉枯病等に抵抗性があり、農薬散布を
減らした低コスト栽培が可能。また、北陸および関東以西
の幅広い地域で栽培が可能で、広く普及が見込まれます。
平成30年に品種登録出願されてから、栃木県、茨城県な
どでも普及が広がりつつあります
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